
汚泥を粉末化する仕組み(触怠図)
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積
が
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と
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や
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般
、
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終
処
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県
土
木
部
下
水
道
グ
ル
ー

プ
の
担
当
者
は

「
現
段
階
で

は
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
は
で

き
な
い
が
、
公
共
性
を
満
た

し
、
実
際
に
活
用
で
き
る
と

い
う
裏
付
け
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
普
及
を
進
め
た
い
」

と
注
目
し
て
い
る
。

昨
年
十
月
か
ら
テ
ス
ト
導

入
し
て
い
る
フ
ク
シ
マ
フ
ー

ズ
（
本
社

・
桑
折
町
）
で
は
、

一
カ
月
当
た
り
の
排
出
汚
泥

量
が

一
ント
か
ら
五
分
の

一
の

〇

・
ニ

ント
に
ま
で
減
少
し

た
。
汚
泥
は
業
者
を
通
じ
、

一
部
肥
料
化
さ
れ
て
い
る
。

施
設
管
理
課
の
安
斎
弘
美
課

長
は

「
運
搬
コ
ス
ト
、
さ
ら

に
は
に
お
い
も
抑
え
ら
れ

た
」
と
話
し
、
効
果
を
実
感

し
て
い
る
。

一
方
、
下
水
処
理
施
設
ヘ

の
導
入
に
つ
い
て
、
石
川
社

長
か
ら
提
案
が
あ

っ
た
と
い

う
喜
多
方
市
の
小
川
修

一
商

工
課
企
業
立
地
推
進
室
係
長

は

「
実
証
デ
ー
タ
と
市
民
の

理
解
、
第
三
者
の
正
当
な
評

価
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
価

値
は
あ
る
」
と
語

っ
た
。
同

市
で
は
汚
泥
の
処
分
を
業
者

に
委
託
し
て
お
り
、
年
間
お

よ
そ
千
二
百
万
円
の
費
用
が

か
か

っ
て
い
る
。

石
川
社
長
は

「
地
球
温
暖

化
問
題
に

一
石
を
投
じ
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
性
の
高
い

技
術
だ
と
思
う
。
多
く
の
企

業
、
自
治
体
に
知

っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
。
研
究
室
を
提

供
す
る
な
ど
協
力
し
て
い
る

杉
森
助
教
授
は

「
安
定
し
た

効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

実
験
を
重
ね
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｂ
福
島
」

（石
川
晋
三
社
長
）
は
、
福
島
大
共
生
シ
ス
テ

）連
携
で
、
下
水
処
理
施
設
な
ど
で
排
出
さ
れ
る
汚
泥
の
体

一ら
す
新
技
術
を
開
発
し
た
。
高
温
の
蒸
気
を
吹
き
付
け
て

一泥
処
理
コ
ス
ト
削
減
、
焼
却
す
る
際
の
二
酸
化
炭
素
排
出

一利
用
の
有
機
系
廃
棄
物
を
研
究
し
て
い
る
、
い
わ
き
明
星

ま
で
に
な
い
興
味
深
い
ア
イ
デ
ア
。
地
球
温
暖
化
防
止
に

る
。
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を
吹
き
付
け
微
生
物
を
死
滅

さ
せ
、
体
内
の
水
分
を
除
く

仕
組
み
。
現
在
、
特
許
を
申

請
中
。
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